
＊新型コロナウイルス対策のため、事業中止・変更の際はご容赦ください

シ
ル
バ
ー
教
室

汚
れ
て
し
ま
っ
た
衣
服
、
こ
す
れ
て
穴
が
空
き
そ
う
な
靴
下
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

か
わ
い
ら
し
い
糸
や
毛
糸
を
使
っ
て
「
ダ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
手
法
で
お
繕
い
し

ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
デ
ザ
イ
ン
に
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

	
①
10
月
15
日（
土
） 「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ダ
ー
ニ
ン
グ
」

	

（
セ
ー
タ
ー・
シ
ャ
ツ
の
傷
み
や
穴
）

	
②
10
月
22
日（
土
） 「
ご
ま
し
お
ダ
ー
ニ
ン
グ
」

	

（
し
み
や
軽
い
傷
み
な
ど
）

	

③
11
月
19
日（
土
） 「
ハ
ニ
カ
ム
ダ
ー
ニ
ン
グ
」

	
（
し
み
か
ら
穴
ま
で
）

時
間
／
午
前
10
時
～
正
午

会
場
／
東
部
公
民
館　

会
議
室

講
師
／
神こ
う
や
ま山　

彩あ
や
こ子
さ
ん（hikaru noguchi textile design

認
定
講
師
）

対
象
／
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

定
員
／
10
人（
多
数
抽
選
）

費
用
／
１
０
０
０
円（
糸
、
毛
糸
な
ど
の
材
料
費
。
初
回
持
参
）

持
物
／�

ダ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム（
お
た
ま
又
は
レ
ー
ド
ル
）、
繕
い
た
い
衣
類
数
点（
穴
が
あ
い
て

い
な
く
て
も
可
。
テ
ロ
テ
ロ
・
極
薄
・
極
厚
の
素
材
、
織
り
目
・
編
み
目
が
緩
い
衣
類
は
不

向
き
。
な
け
れ
ば
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
）、
糸
切
ば
さ
み
、
老
眼
鏡（
必
要
な
方
）、
マ
ス
ク
着
用　
　
　

※
ダ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
・
針
の
貸
し
出
し
あ
り
。
事
前
購
入
不
要

申
込
／�

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
返
信
用
宛
先
を
明
記
し
、

10
月
４
日（
火
）（
必
着
）ま
で
に
、
東
部
公
民
館
「
ダ
ー
ニ
ン
グ
」
係
へ

ダ
ー
ニ
ン
グ
D
a
r
n
i
n
g

＝
繕
い
と
は
？

【
日
本
で
ダ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
し
た

野
口
光
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
】

　

イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
仲
間
で
あ
る
レ
イ
チ
ェ

ル
・
マ
フ
ュ
ー
さ
ん
が
主
宰
す

る
東
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
毛
糸
店

で
キ
ノ
コ
型
の
木
製
の
手
芸
用

具
に
遭
遇
。
レ
イ
チ
ェ
ル
さ
ん

の
ダ
ー
ニ
ン
グ
は
、
補
修
を
す

る
衣
類
の
色
や
素
材
と
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
な
る
よ
う
な
糸
を

使
っ
て
、
あ
え
て
ス
テ
ィ
ッ
チ

を
強
調
す
る
と
い
う
も
の
。
そ

の
ス
テ
ィ
ッ
チ
も
少
し
ゆ
が
ん

で
い
る
ぐ
ら
い
の
ほ
う
が
愛
ら

し
く
、
穴
や
シ
ミ
で
ち
ょ
っ
と

寂
し
げ
だ
っ
た
衣
類
が
う
れ
し

そ
う
な
表
情
に
生
ま
れ
変
わ
る

で
は
な
い
で
す
か
！
従
来
の
カ

ケ
ハ
ギ
の
、
修
繕
し
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
細
密
修
復
技
術
と
は
違

い
、
穴
が
開
い
て
も
捨
て
ら

れ
な
い
愛
着
の
あ
る
衣
類
に

新
た
な
生
命
を
吹
き
込
む
か

の
よ
う
で
し
た
。

ゆ
っ
く
り
お
繕
い

ゆ
っ
く
り
お
繕
い  

　
　
　
　

　
　
　
　  

装
飾
ダ
ー
ニ
ン
グ

装
飾
ダ
ー
ニ
ン
グ全３回

2022 年 9 月１日（１）
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東部地域文化祭

実行委員会企画

文化祭実行委員会 
役員の皆さん

今年のテーマ今年のテーマ「平和こそ花咲く文化の源」「平和こそ花咲く文化の源」に決まるに決まる

座談会「地域のつながりと、私たちの平和～今の時代に思うこと」

６月の実行委員会で、各サークルから出された 50 余りのテーマ候補の中から決定。このテーマ６月の実行委員会で、各サークルから出された 50 余りのテーマ候補の中から決定。このテーマ
に関連する催し物として「座談会」を企画し、プレ文化祭期間に関連する催し物として「座談会」を企画し、プレ文化祭期間（10月13 ～ 25日）（10月13 ～ 25日）に実施します。に実施します。

実行委員長 石井　通昭 グループ・キャンバス
副実行委員長 兼 展示部門代表 長谷川　旦子 ぐるうぷ紫陽花
副実行委員長 兼 催事部門代表 米田　久美子 東部やまぼうしの会

玄関装飾代表
安藤　光枝 花の輪
稲留　昌利 東部フォトクラブ

庶務
武田　祐見子 ゆったりストレッチ
篠原　容子 日本史を学ぶ会

広報
高瀬　和子 茶道葉月会
黒阪　亮太 スポーツ吹矢　東部

会計 榮田　治子 脳トレリトミック「とも」
会計監査 佐藤　修二 東部碁友会

日　　時日　　時／／令和令和４４年年1010月月1515日（土） 午後２時〜４時日（土） 午後２時〜４時
会　　場会　　場／東部公民館　和室／東部公民館　和室
パネリストパネリスト／〔コーディネーター〕吉崎　亜由美／〔コーディネーター〕吉崎　亜由美さんさん（桐朋女子中・高等学校教諭）（桐朋女子中・高等学校教諭）
	 若葉学校地区協議会防災推進委員会メンバー	 若葉学校地区協議会防災推進委員会メンバー
	 若葉町自治会メンバー	 若葉町自治会メンバー
	 緑ヶ丘・仙川まちづくり協議会メンバー	 緑ヶ丘・仙川まちづくり協議会メンバー
司会進行司会進行／東部地域文化祭実行委員会委員／東部地域文化祭実行委員会委員
定　　員定　　員／申込み順 20 人　　／申込み順 20 人　　費用費用／無料／無料
申　　込申　　込／�／�９月７日（水）午前９時から、電話または直接東部公民館へ９月７日（水）午前９時から、電話または直接東部公民館へ
企画運営企画運営／�／�東部地域文化祭実行委員会　　東部地域文化祭実行委員会　　運営協力運営協力／�／�東部公民館利用団体連絡会東部公民館利用団体連絡会

新型コロナウイルス感染症の流行によって、私たちの生活新型コロナウイルス感染症の流行によって、私たちの生活
は大きく変わりました。人と人との接触をできるだけ回避しは大きく変わりました。人と人との接触をできるだけ回避し
続けてきたことで、これまで出会い、話すことによって作り続けてきたことで、これまで出会い、話すことによって作り
上げてきた人間関係が希薄になってきていないでしょうか。上げてきた人間関係が希薄になってきていないでしょうか。
世界でも戦争があり、多くの人が苦しんでいます。日本でも、世界でも戦争があり、多くの人が苦しんでいます。日本でも、
今まで考えられないような事件や事故、災害が発生しており、今まで考えられないような事件や事故、災害が発生しており、
世界の出来事も異国のこととしていられない時代です。世界の出来事も異国のこととしていられない時代です。
私たちは安心した生活を求めています。私たちはどう考え、私たちは安心した生活を求めています。私たちはどう考え、
どう自分たちを守っていったらよいのでしょうか。身近な地どう自分たちを守っていったらよいのでしょうか。身近な地
域の中の考えや取り組みの中から、私たちにとっての「平和」域の中の考えや取り組みの中から、私たちにとっての「平和」
を考えます。を考えます。

10月 29日（土）～ 11月６日（日）　※月曜除く10月 29日（土）～ 11月６日（日）　※月曜除く

テーマをふまえ文化祭のテーマをふまえ文化祭の
準備を進めています。準備を進めています。

展示や催し物など、お誘い展示や催し物など、お誘い
合せて、お出かけください。合せて、お出かけください。
どうぞお楽しみに。どうぞお楽しみに。

2022 年 9 月１日 （２）東部公民館だより

西部公民館（042-484-2531）のイベントは、左の二次元コード「西部公民館だより」からもご確認いただけます。



公
民
館
運
営
審
議
会
だ
よ
り

◆
令
和
４
年
６
月
28
日
、
令
和

４
年
調
布
市
公
民
館
運
営
審

議
会
第
３
回
定
例
会
が
東
部
公

民
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
委
員
９
人
、
傍
聴
者
２

人
）
◆
報
告
事
項
で
は
、
東
部

公
民
館
副
館
長
か
ら
令
和
４
年

４
月
か
ら
５
月
分
ま
で
の
公
民

館
使
用
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
東
部
、
西
部
、
北
部
の
各

公
民
館
の
利
用
団
体
種
類
別
の

資
料
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
度
と
比
べ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
施
設
利
用
制
限
の

期
間
の
違
い
な
ど
か
ら
利
用
人

数
が
増
え
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
◆
次
に
、
各
公
民
館

長
か
ら
令
和
４
年
４
月
か
ら
５

月
分
の
事
業
報
告
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
教
室
や
講
座
の

実
施
形
態
や
定
員
の
設
定
方
法

に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
、
地

域
文
化
祭
の
運
営
委
託
に
つ
い

て
の
質
問
、
利
用
団
体
連
絡
会

や
保
育
者
連
絡
会
で
の
要
望
項

目
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
◆
次
に
、「
令
和

４
年
度
第
１
回
調
布
市
社
会
教

育
委
員
の
会
議
」
と
「
令
和
４

年
度
第
１
回
臨
時
会
調
布
市
社

会
教
育
委
員
の
会
議
」
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
、
東
部
公
民
館

長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
次
の
審
議
事
項
で
は
、
令
和

４
年
度
公
民
館
利
用
団
体
登

録
（
更
新
）
に
つ
い
て
審
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
各
公
民
館
の

登
録
団
体
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
サ
ー
ク
ル
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、
高
齢
化
と
相
ま
っ

て
会
員
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
の
説
明

や
委
員
か
ら
の
申
出
が
あ
り
ま

し
た
。
共
催
事
業
な
ど
会
員
獲

得
に
向
け
た
公
民
館
の
支
援
が

付
託
さ
れ
た
後
、
全
員
一
致
で

全
登
録
団
体
の
更
新
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
◆
次
の
協
議
事
項

で
は
、
令
和
４
年
７
月
以
降
の

委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
安
部
委
員

長
、
小
西
副
委
員
長
、
丸
橋
副

委
員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
次
の
そ
の
他
で
は
、
令
和
４

年
度
の
研
修
会
の
講
師
、
テ
ー

マ
の
募
集
に
つ
い
て
東
部
公
民

館
副
館
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。�

（
大
槻　

真
也
）

終
了
し
た
事
業
か
ら

地
域
連
携
事
業「
今
ナ
ゼ
注
目
？
学
び
で
つ
な

が
る
南
極
と
私
た
ち
」（
全
3
回
）の
第
3
回
目
、

７
月
13
日
に
、
桐
朋
女
子
と
南
極
・
昭
和
基
地
を

つ
な
ぐ「
南
極
教
室
」が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
代
表

と
し
て
観
覧
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
２
回
で
、

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
南
極
や
、
極
地
の
生

物
に
つ
い
て
、
桐
朋
女
子
の
吉
崎
・
松
原
両
先
生

に
事
前
学
習
を
し
て
い
た
だ
き
、
臨
み
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】
●
久
々
に
学
ぶ
、
知
る
よ
ろ
こ

び
を
感
じ
た
。
マ
イ
ナ
ス
70
度
の
地
に
も
生
物
が

い
て
、
植
物
の
ナ
ン
キ
ョ
ク
ユ
メ
ス
ス
キ
、
ナ
ン

キ
ョ
ク
ミ
ド
リ
ナ
デ
シ
コ
な
ど
は
え
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。（
70
代
）
●
地
球
温
暖
化
で
南
極

の
氷
が
溶
け
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
情
報
を
聞
く
が
、
実
情
は
ど
こ
ま
で
深
刻

か
を
知
り
た
か
っ
た
。（
50
代
）
●
本
日
の
通
信
衛

星
の
体
験
を
は
じ
め
、
知
り
た
い
南
極
を
学
ん
だ

こ
と
。
氷
の
音
を
聞
い
た
り
、
さ
わ
っ
た
り
と
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
80
代
）
●
若

い
学
生
と
時
間
を
共
有
し
て
良
か
っ
た
。（
70
代
）

●
世
界
の
平
和
の
陸
地
、
あ
の
よ
う
に
住
環
境
が

整
え
ら
れ
る
ま
で
の
御
苦
労
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
の
熱
意
、
深
く
思
い
ま
し
た
。（
80
代
）▲�桐朋学園ポロニアホールで行われた

　「南極教室」観覧のようす

「「
作
品
発
表

作
品
発
表

    
～
も
っ
と
楽
し
く
な
る
写
真
撮
影

～
も
っ
と
楽
し
く
な
る
写
真
撮
影
」」

８
月
20
日（
土
）～
９
月
17
日（
土
）実
施
の

「
も
っ
と
楽
し
く
な
る
写
真
撮
影（
全
4
回
）」
に

参
加
さ
れ
た
方
々
の
学
習
発
表
と
し
て
、
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
で
学
ん
だ
成
果
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期
／
９
月
25
日（
日
）～
10
月
21
日（
金
）

時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

会
場
／
東
部
公
民
館　

回
廊
ス
ペ
ー
ス

出
展
／�

東
部
市
民
講
座
「
初
・
中
級
者
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
も
っ
と
楽
し
く
な
る
写
真
撮
影
」

受
講
者
有
志

企
画
展

2022 年 9 月１日（３） 東部公民館だより

北部公民館（042-488-2698）のイベントは、左の二次元コード「北の杜通信」からもご確認いただけます。



東部公民館利用登録団体
案内ができました

新しい仲間づくりにお役立てください。
西部・北部公民館分も配架中

文化祭プログラムの
表紙の絵が決定！

絵手紙サークル花の輪作品

11
月
分
の
午
前
・
午
後
区
分
の
会

場
使
用
の
申
込
み
は
、
密
集
を
避
け

る
た
め
、
引
き
続
き
申
請
書
の
郵
送

な
ど
に
よ
る
事
前
提
出
の
方
法
で
実

施
し
ま
す
。
新
規
申
込
団
体
は
事
前

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
９
月
６
日

（
火
）午
前
９
時
到
着
分
ま
で
有
効
と

し
ま
す
。

夜
間
区
分
は
、
９
月
６
日（
火
）午

後
６
時
30
分
到
着
分
ま
で
有
効
と
し

ま
す
。

使
用
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
、
職

員
が
抽
選
を
行
い
、
利
用
団
体
を
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。

No. 団体名 活動内容 活動日
１ 調布市公民館を考える市民の会 成人学習 月１回 第２火曜日 午前

２ すぎな会 書道 月２回 第１・３金曜日 午前

３ カリグラフィー薫風の会 カリグラフィー 月１回 第２火曜日 午後

４ グループみその 生花（小原流） 月２回 土曜日（不定期） 午後

５ 茶道葉月会（裏千家） 茶道（裏千家） 月２回 第２・４水曜日 午前

６ 気楽にスケッチ 絵画 月２回 第１・３金曜日 午後

７ グループ・キャンバス 絵画 月３回 第１・２・４日曜日 午前

８ 花の輪 絵手紙 月２回 第２・４木曜日 午前

９ 東部フォトクラブ 写真 月１回 第４土曜日 午後

10 日本史を学ぶ会 歴史 月１回 第３木曜日 午後

11 調布郵趣会 切手収集研究 月１回 第１日曜日 午後

12 東部碁友会 囲碁 毎週 水・金・日曜日 午後

13 東部やまぼうしの会 ふれあい料理 月１回 第３火曜日 午前・午後

14 水曜ヘルシークッキングクラブ 料理 月１回 第４水曜日 午前・午後

15 四季歩会 登山 月１回 第３水曜日 夜間

16 ぐるうぷ紫陽花 合唱 毎週 水曜日 午前・午後

17 オカリナ土音（とね） オカリナ演奏 月２回 金曜日（不定期） 午前

18 ゴーゴーミドル 体操 毎週 木曜日 午前

19 仙川体操クラブ ストレッチ・ヨガ 毎週 土躍日 午前

20 東部ヨガクラス ヨガ 毎週 火躍日 午後

21 太極拳わかば 太極拳 毎週 日曜日 午後

22 東部短歌の会 短歌 月１回 第２木曜日 午後

23 朗読　やまなし 朗読 月１回 第３火曜日 午前

24 調布エッセイの会 エッセイ 月１回 第１木曜日 午前

25 東部百人一首の会 百人一首 毎週 第１・３金曜日 午後

26 ペン字虹の会 ペン習字 月２回 第１・３火曜日 午後

27 美しい細字楷書の会 実用書道 月２回 第２・４金曜日 午後

28 脳トレリトミック「とも」 大人のリトミック 月１回 第２木曜日 午前

29 スポーツ吹矢　東部 スポーツ吹矢 月２回 第１・３水躍日 午前

30 ゆったりストレッチ ストレッチ体操 月２回 第２・４火曜日 午前

東部公民館利用登録団体一覧
令和４年６月 28 日開催の公民館運営審議会の意見に基づき、次の団体を登録団体
として決定しました。

2022 年 9 月１日 東部公民館だより （４）

●「ウクライナ人道危機救援金」東部公民館での募金箱設置は９月末まで延長


